
岡山県立興陽高校

初めてだらけの
ファッションショー

取組等の概要

〇取組の目標

自分で「デザイン・製図・縫製」をして製作した衣装を地域の皆さま、保護者、友

人などに見ていただき評価を得ることで、成果の確認をします。

〇取組の特徴

自分で考えたことが、目の前で形になっていく「目に見える達成感」を味わうこと

ができます。「初めてだらけ」の中で、得られるものは、その人の「生きる力」へと

つながります。

〇取組の概要

被服デザイン科では、入学してから少しずつ、しかし確実に「縫う」ことの基礎を

学習していきます（写真①）。そして、２年間衣服を作ることを学び、その集大成と

して、ファッションショーに取り組みます（写真③）。

衣装は、自分でデザイン・製図・縫製（写真②）・モデルをし、ショーの構成・音

楽・動きもすべて自分たちで考えます。どの活動も簡単に進められるわけではなく、

試行錯誤を繰り返しながら、少しずつ形にしていきます。

これらの活動を通して、得るものは計り知れず、一生の財産となります。ショーが

成功したか否かよりも、ショーをする過程で得られた「力」を糧に、被服デザイン科

卒業生として、活躍してほしいと願っています。

① 初めてのミシン
～先輩に教えてもらって～

② 作品の製作
～試行錯誤しながら～

③ ショー本番
～最高の笑顔で～


